
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校運営協議会委員評価

基礎・基本の徹底
と授業改善

・基礎的、基本的な知識技能を
習得する

・朝学習を「とりもどす学習」と捉
え、反復練習により既習内容の
定着を図る。また、週に三回程
度伊小タイムを設け、休校期間
で実施出来なかった学習を行
う。

・３学期末の各学年計算チェック
テストを継続し、課題を明確に
し、素早く対応する。

・３学期末の各学年重点項目を
設定し、国語（ことばに関する）
チェックテストを実施し、課題を
明確にする。

・家庭学習での漢字や計算の練
習量を増やす。

・３学期末に実施し、傾向を図る
とともに、課題を明確にする。

・国語のチェックテストを学期末
に実施し、傾向を図るとともに、
課題を明確にする。

Ｂ

・今後は、チェックテストの分析とも関連さ
せて、より効果的な内容にしていく必要が
ある。

・各学年ともに、１～３学期の学習の様子
から感じられた課題となる問題をチェック
テストに取り入れることができた。分析す
ることで１～６年生の系統的な課題が見え
てきた。しかし、例年同じ課題が挙がって
きているため、改善策を再度考えていく必
要がある。

・１～３学期の内容の国語のチェックテスト
を実施できた。系統的な課題が見えてき
たため、来年度の学習に生かす。しかし、
テストでの設問の仕方に教師側の課題も
出てきたため、改善が必要である。

・学年に応じた練習量を家庭学習として出
すことができた。のびのびプリント棚を職
員室前に設置したことで、復習をするため
にプリントを自主的に取る児童の姿が見ら
れた。

・既習内容の定着を図るため、
各学年で計画的かつ段階的に
取り組む。

・チェックテストの結果分析によ
り明確になった課題に対して、
「課題と対応策」を各学年ごと
に文書にまとめる。どの教師も
全学年分の「課題と対応策」を
共通理解し、来年度の児童へ
生かしていく。

・今年度の課題をふまえて、伊
小タイムの取り組みを継続する
とともに、チェックテストの内
容、仕方についても検討してい
く。

・「量」と「継続」を意識し、家庭
への啓発を図る。
・自主学習の仕方を学校で検
討していき、学習に向かう意欲
を高めていく。

・チェックテストは、今後も継続して
実施して欲しいが、全国学力学習状
況調査も十分に活用して欲しい。

・家庭学習において宿題の量や時
間だけでなく、自学ノートなどのやり
方など学年にあった方法を教えてい
く必要がある。

・研究テーマの実現に向けた授
業づくりを進め，その成果を発信
する。

・昨年度までの研究を通して確
立した授業スタイルを基礎とし
て，子どもが主体性を発揮･伸長
する「めあて」と「ふりかえりの
場」を取り入れ，日常の授業で
の実践を図る。

・各研究授業を通して，自分の
思考の深まりを実感し主体性を
発揮できる「めあて」と「ふりかえ
り」の方法を検討し、日々の実践
に取り入れる。

・一人一実践を通して，子どもの
主体性を高める手立てについて
見識を深める。

・研究授業等の実践を通して，子どもの課
題意識に基づく1時間の授業の「めあて」
や「到達点」を子どもたちと共有する場を
開発し，日々の実践に活かすことができ
た。

・ICT機器の効果的な活用について検討
し，有効な手立てを講じることができた。

・単元や1時間のめあてを確実に共有する
ことができる明確なめあてについて，検討
を重ねる必要がある。

・年度当初の段階で，具体的で
明確な「めあて」と「めあての提
示」の仕方について検討し，共
有する。

・研修会等を通して，「めあて」
設定の仕方や「ふりかえり」の
方法についての見識を深める
場をもつ。

・ 読書活動を充実させ、語彙力
の獲得を図る。

・感染対策を踏まえた上で、図
書館を運営する。

・読書の習慣をつける。
・「図書だより」や掲示物でおす
すめの本を知らせる。

・やるゾウカードの取り組みを通
して家庭の読書への関心を高め
る。
(今年度ＰＴＡの「やるゾウカード」実
施せず)

・感染予防のため、貸出冊数を
制限し、図書館が密にならない
ようにする。

・手洗いを徹底させる。

・ 児童自身が目標を立て、1ヵ
月の読書冊数が15冊以上にな
る。

・５，６年生の児童へのアンケー
トで、「読書をするのが楽しい」と
いう項目の肯定的回答が
８５％になる。

・校内の感染予防ガイドラインを
遵守する。

・貸出冊数を制限したり、教室内の人の出
入りを制限したりするなど、感染予防につ
いては徹底できたと感じる。
一方で、図書の貸出冊数などは例年と比
べて大きく落ち込んだ。

・コロナによる状況はこの1年
の中でも大きく変化した。新し
い生活様式の中でリスクと読
書の推進を両立して進める必
要がある。

･家庭でも〇曜日の何時から読書タ
イムを行うなど読書週間を広げるな
どの対策を行う。また、学級文庫の
充実も図る。

・授業の展開を工夫し、学習意
欲を向上させる。

・iPadなどのICT機器の導入を行
いつつ、各教科にてICT機器を
有効に使用し、学習意欲の向上
を図る。

・iPad等の情報機器の導入。

・ICT機器の活用方法の研究を
進め、実践交流を行う。

・新指導要領におけるプログラミ
ング教育に関して、研修等を行
い、職員の理解向上を図る。

・各学級にて大型ディスプレイを使用した
授業や、インターネットを活用した授業は
増えてきた。

・プログラミング教育についての研修や、
iPaｄについての研修など、プログラミング
教育やICT機器に関する基礎的な研修を
進めることができた。

・プログラミング教育に関しては、基礎的
な研修を行うことができたが、積極的に普
段の授業に取り入れるには至っていな
い。

・各学年、教科におけるプログ
ラミング教育の実践例を紹介
するなど、プログラミング教育
を周知させる。

・ｉｐａｄ等ＩＣＴ機器の関する研修の充
実が必要である。
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　徳・知・体の調和のとれた心豊かなたくましい子の育成

　３、命を尊び、心や体を鍛え、たくましく生き抜く力を培う。

教　　育　　目　　標

重　　点　　項　　目

　１、人間尊重の精神を培い、心豊かな生活実践に努める態度を養う。

　２、基礎的・基本的な知識技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決する能力を育む。

項目

・学校での取り組みを通信など
でお知らせすることで、「学習時
間」「読書時間」「テレビ・パソコ
ン・ゲームする時間」などを重点
的に指導していくことができる。

・学校内では全員が名札をつけ
る理由を理解して、学校生活を
送るようになる。

・安全と自分自身の健康に気を
配りながら学校生活を送るよう
になる。

・自分の持ち物を大切にして、落
とし物の数を減らそうと意識する
ようになる。

・時計を見て、掃除場所に移動
し、開始時間を守って掃除を行
う。また、安全衛生上きれいな教
室や廊下で生活を送ることを意
識して掃除を行うようになる。学
期末の大掃除では、学期の区切
りを意識して、日頃の感謝の気
持ちを込めて取り組む姿が見ら
れるようになる。

・学校と家庭の共通した課題として考える
ことができた。家庭での読書量の少なさが
課題としてある。また、スマホやゲームの
時間・きまりが守られていないという保護
者の悩みも聞かれた。

・互いに声をかけ合い、登校後名札をつけ
る姿が見られたが、学年・学級によってば
らつきが見られる。

・週末に上靴を家に持ち帰る習慣をつける
ことで、買い替えがスムーズに行われてい
た。しかし、まだまだかかとを踏んでいる
児童が見られる。

・児童に呼びかけ、クラスごとに確認を行
わせたことで、昨年度と比較して若干落と
し物が減った。落とし物を見ると、名前の
書かれていない物がほとんどだった。

・時計を見て、移動できる児童が出てき
た。掃除マニュアルなどを目につくとこに
貼ることで、丁寧に掃除をする児童が見ら
れた。
・掃除時間中に話しをして手の止まってい
る姿が見られた。学期末掃除について
は、意識して丁寧に掃除をする姿が見ら
れた。また、放送委員と協力して放送や音
楽をかけてもらい、時間を意識する児童が
増えてきた。

・努力したこと、できたことをどんど
ん誉めてあげて欲しい。そのことに
よって、自己肯定感、自己有用感が
育つ。

Ｂ

学
力
の
向
上

学習意欲の向上

思考力・判断力・
表現力の育成

Ｂ

・高学年においては子ども自ら
計画的に放課後の時間の使い
方について考え過ごせるよう
に、学校も家庭も指導を徹底し
ていく。低・中学年においては、
基本的な習慣を身に付けさせ
た上で、計画的に過ごせるよう
に指導していく。

・教室での名札の置き場所、配
布・回収する時間など工夫す
る。名札を付ける理由を明確に
して、学級指導を行い、自ら付
けようとする意識を指導してい
く。

・職員間で共通理解を深め、週
末の上靴の持ち帰りを徹底し
て学級指導していく。

・学級指導だけでなく、通信な
どで家庭への呼びかけも行
い、持ち物の記名について徹
底できるようにしていく。

・掃除開始時刻が掃除場所へ
の移動時刻ではないことを指
導していく。自ら進んで働くこと
の大切さを指導していく。また、
掃除道具の使い方についても
清掃部と連携して指導してい
く。

・放課後の子どもたちの過ごし
方は、学校と家庭との共通した
取り組みとして考えるようにす
る。また、それぞれの様子を各
通信や懇談会で共有していく。

・登校後すぐに名札をつける習
慣をつけさせる。

・上靴のかかとを踏んで過ごす
子どもがいるので、安全を考え
指導を呼びかける。

・自分の持ち物への意識を高め
ていくために、持ち物への記名
を徹底させていく。

・開始時間を守り、隅々に渡って
掃除をすることを意識させる。

・ 規則正しい生活規範を確立す
る。



・学習のはじめに、基礎体力を
高めるための運動を取り入れ
る。低学年のうちから、多様な運
動を段階的に経験できるように、
年間カリキュラムを立てる。

・単元に合った力を身につけて
いくことで、結果としてスポーツ
テストの指標が１ポイント向上す
る。

・一昨年度の５年生男子が５４．０３点で、
今年度が５０．８８点と、大きく下回った。
他の８種目は全てで全国平均を下回って
いる。また一昨年度の５年生女子が５４．
６８点で、今年度が５３．５３点と同程度で
推移している。全国平均を上回ったものは
・５０m走のみで、他7種目握力、上体起こ
し、長座体前屈、反復横跳び、シャトルラ
ン、ソフトボール投げ、立ち幅跳びは下
回った。
・男女ともに、特に下位にあるのが、反復
横跳び・上体起こし・シャトルランの3種目
であった。（今年度はコロナ禍により、ス
ポーツテストは実施できていない。）
・一昨年度の反省より、ソフトボール投げ
を強化するカリキュラムを組んだ結果少し
改善され、休み時間に遊ぶ児童が増えつ
つある。やはり、遊びの日常化が関係して
いるようである。また、今年度の３学期に
は手首を使って遊べるドッジビーの導入も
試み、それを使って遊ぶ児童が見られた。

・一昨年度から継続して、低学
年のうちに多様な運動を、段階
的に経験させていくことで、技
能的に向上させるとともに、運
動嫌いを増やさないようにす
る。そうすることで、遊びの日常
化につながられるようにしてい
く。
・ボール投げについても一昨年
度から継続して、低学年から段
階的に身につけさせたい技能
を明確にし、指導にあたれるよ
うに年間カリキュラムに示す。

・授業開始時の5分程度の時間
を使って、単元に合わせて体
力を高められるような運動を取
り入れていく。
・今後もドッジビーのクラス配布
は続けていく。

・新しい単元に入る前に、身に着
けたい技能や、単元の流し方、
場の設定、学習カードの項目な
どについて、学年で検討すること
で、クラス間の授業の均一化を
図る。

・各学年に「体育ファイル」をつく
り、その年度で作成・使用した資
料や学習カード・ワークシート等
を、学年ごとに集約し、次年度へ
申し送ることで、伊丹小学校で
の実践を積み上げていく。
・今年度までは紙面で作成した
が、来年度以降はデータ化す
る。

・単元について学年で検討することで、単
元の進め方や評価の仕方について検討
できてきた。
・まだクラス間の授業に差が見られる。内
容を検討し、体力の向上につなげていく。

・今年度の取り組みをさらに学
年で深く話し合って、継続して
いく。

・コロナ禍においても運動の機
会を保証できるよう、学団ごとに
運動場に出られる機会を設け
た。また、密集する遊びを避ける
ため、ドッジビーを各クラス１つ
ずつ配布した。

・アンケートにおいて「体を動か
すことが楽しい」と回答した児童
が９０％以上になる。

・５・６年生は学校評価アンケートにおい
て、「体を動かすことが楽しい」と回答した
児童が、９１％となり、目標に達した。

・コロナ禍においても引き続
き、遊ぶための時間や場所、
道具の保証を行いたい。
・「のびのびプレイタイム」や
「体育委員と遊ぼう！」は外遊
びのきっかけとして有効である
と考えるため、今後も継続して
いく。（ただし、今年度はコロナ
禍により実施せず。来年度は
時機を窺いながら実施した
い。）

・教科書に加え、副読本｢心シ
リーズ｣も積極的に活用しなが
ら、内容項目のバランスが取れ
たカリキュラムを編成する。

・学校行事や他教科との関連付
け、副読本の活用状況に応じた
カリキュラムを作成し、その内容
や時間配当等の妥当性を検討
する。

・実践状況と子どもの実情をもとに題材の
一部を見直し、カリキュラムを完成させる
ことができた。

・各学年等のフィードバックをも
とに，新たな題材を取り入れた
り，入れ替えたりするなど，子
どもの実情に応じたカリキュラ
ムの更新を行う。

・学校教育目標や毎月の生活目
標、学校行事への取り組みと道
徳の学習内容を関連づけ、学校
全体としての道徳的実践意欲を
高める。

・毎月の生活目標に書かれた内
容を生活の中で実践しているか
客観的にふりかえることができ
るようになる。

・学校行事や学級活動での経験
と道徳の学習で学んだことを関
連づけて考え、思いやりのある
行動を心がけるようになる。

・毎月の生活目標を教室で掲示したり、学
年通信・学校朝礼での通知などを通して，
学校全体での意識が向上した。

・学校行事や他教科の内容と関連づけて
題材の一部において実施時期を変更する
など、より相乗的な効果をねらった実践が
見られるようになった。

・年間行事計画の策定段階
で，現行カリキュラムとの照らし
合わせを行い，年度当初の段
階で題材の差し替えや実施時
期の入れ替えなどを検討する。

・自分自身の生活をふりかえり、
自分の行いを見つめなおす場を
設ける。

・1日単位、1か月単位など、子ど
もたちが実行できる単位で生活
面のめあてを設定し、終わりの
会や学級会などでふりかえる場
を設定していく。

・多くのクラスで1日のめあてを設定し、終
わりの会でふりかえる時間を設けていた。
前日の課題をもとに次の日のめあてを設
定するなど、連続性をもたせることで子ど
もたちの意識の向上が見られた。

・友だちの良い所を見つける活動を取り入
れているクラスもあり、褒められることで自
尊感情を高め、自分も友だちも大切にしよ
うという意欲が高まった。

・｢めあて」｢実行」｢ふりかえり｣
のサイクルを通して、道徳的実
践意欲を高める機会を増や
す。

・互いに称賛し合う場を通して
自尊感情を高めることで、自分
も他人も大切にする態度を培う
ようにする。

・積極的な情報収集と情報発信
に努める。

・学校ＨＰ、学校通信「いたみっ
子」や掲示板等を活用して児童
や教育活動の様子を発信する。

・学校運営協議会の充実する。

・サタデースクールやスポーツ
21、自治協子ども部など家庭、
地域と連携した行事へ参加す
る。

・月10回の更新
・学校通信を年間20号以上発行
・季節に応じた動きのある掲示
板の作成

・学校運営協議会の年5回開催
及び教職員との懇談会の実施

・一人１回以上の参加

・更新回数が増えたことで、リアルタイムで
子どもたちの活動の様子がＨＰにアップす
ることができた。また、色々な連絡をする
ことができた。
・学校通信「いたみっ子」を20号発行する
ことが出来たが、行事が無くなり発行数が
昨年度より減った。
・掲示委員会を活用して、動きのある掲示
ができた。

・学校運営協議会で、学校における課題
について提言をいただくことができた。
しかしながら、その提言を教職員、保護者
が共有することが十分にできなかった。
　また、予定していた学校運営協議会委
員との懇談ができなかった。

・ｺﾛﾅ禍で行事が減り、参加者が少なかっ
た。

・リニューアルされるＨＰを充実
させ、アップ行回数を上げるこ
とで、保護者や地域に伊丹小
の魅力を発信していく。
・ﾐﾏﾓﾙﾒ等を活用して、紙ベー
スでの発行だけではなく、ＨＰ
へのアップ、添付メールでの配
信なども考えていく。

・学校運営協議会委員との懇
談会を開催し、意見交換するこ
とで教職員と課題を共有する。
　また、ＰＴＡ、自治協議会、そ
の他ボランティア組織との連携
のあり方を検討する。

・業務改善を考えながら、積極
的な参加を呼びかける。

・災害による休校等の情報を発
信する。

・ホームページの更新頻度を各
学年月2回を維持する。

・休校や学級閉鎖等の学校情報
を発信する。

・各学年、月2回の更新
　（年間114回）

・休校や学級閉鎖等の情報を発信するこ
とができた。

・月2回の更新ができない学年もあった。

・全職員に写真の提供を呼び
掛けるなど、担当の負担を減ら
すことで更新頻度を維持できる
ようにする。

・学年行事については、学年の
情報担当がＨＰを更新する。

　次年度にむけた重点的な改善点
　
１　導入されたタブレット等を活用するために、ＩＣＴ機器の研修を充実させ「わかる楽しい授業」の創造と主体的で深い学びを充実させる。
２　不登校傾向の児童に対して、児童に寄り添った共感的理解に基づく生徒指導を行うとともに、組織的な協力体制及び関係機関との連携を進め不登校児童を減らす。
３　ホームページ、学校便りを充実させることで、学校の様子を積極的に発信する。
４　学校、家庭、地域の連携をさらに深めることができるように、学校運営協議会の組織の改編を進めるなど内容を充実させ、地域とともにある学校づくりを推進する。
５　危機管理意識に関する研修を充実させると共に、コロナウィルス感染症に対し、きめ細やかな対応を進める。

・道徳的価値について学び，道
徳的実践力を育成する。

                                                                   自己評価の基準　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標通りに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

Ｂ

 　学校運営協議会委員評価

１　ＧＩＧＡスクール構想に沿って、ｉｐａｄ等ＩＣＴ機器の積極的な活用を進めると共に、研修を充実させ、教師の活用能力を高めるとともに、授業のユニバーサルデザイン化をさらに進め、誰もが分かる楽しい授業作りに努めて欲しい。
２　高学年において教科担任制や能力別少人数授業を導入するなど全体の学力の底上げに尽力して欲しい。
３　学校生活だけでなく、家庭においても、子どもたちを褒める機会を増やし、自尊感情の醸成に努めて欲しい。
４　学校便りやホームページ等で学校の様子が発信され学校の取り組みがよくわかる。今後は、学年で役割分担を進め、学年行事等の様子もリアルタイムで情報発信に努めて欲しい。
５　コロナ対策を始め、未知の災害等を含め、危機管理意識をしっかり持ち、学習環境を整備し安全安心な学校づくりを推進して欲しい。

   学校情報の
    積極的な発信

開
か
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体力の向上

・ 自ら進んで体力を向上させよ
うとする児童を育てる。

Ｂ

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

Ｂ

・コロナ禍であっても、子どもたちに
何らの形で体を動かす機会を積極
的に作っていって欲しい。また、室
内でもできる運動なども発信して欲
しい。

・体力の維持をしていくためにも食
育も大切である。体の土台作りに
は、食事の室について、分かりやす
く子どもに伝えることが必要である。

・キャリアノートでその時々の子ども
たち自身の気持ちや担任と保護者
からの一言を残しておくことで自分
を見つめ直す機会となっている。

・リアルタイムで児童の様子をＨＰに
アップしたことで保護者、地域にも、
伊丹小学校の教育活動を発進でき
た。

豊かな心を育む
道徳教育・情操教
育の推進


